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 本年７月、岩手県盛岡市でめん羊を飼育する施設において、成雌羊１頭が国内で初め

てマエディ・ビスナに感染していることが判明しました。 

 めん羊・山羊を飼育されている方は、健康確認をしていただくとともに、異状を認め

た場合には、直ちに家畜保健衛生所までご連絡ください。 

 なお、発生農場の調査において、管内異常の施設が導入歴・出荷歴等で疫学的に関連

することが判明した場合には、当家畜保健衛生所で立入検査等を行いますので、御協力

をお願いします。 
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踏み込み消毒槽は伝染病予防の第一歩 

まずは踏み込み消毒槽を畜舎に置きましょう 

問い合わせ・連絡先 長野家畜保健衛生所 防疫課（担当：神田章、青木一郎） 

めん羊・山羊の伝染病 

 マエディ・ビスナが国内で初めて発生しました。 

 飼育者のみなさんは健康確認をお願いします。 

発生概要 

１ 農場の所在地：岩手県盛岡市 

２ めん羊の飼育頭数：２４頭（成雌１１頭、種雄２頭、子羊１１頭） 

３ 発生頭数：真症 成雌１頭 

４ 経緯 

  大学研究者が採取した材料からマエディ・ビスナウイルスの抗体及び遺伝 

 子が確認されたことから、家畜伝染病予防法に基づく届出があった。 

マエディ・ビスナとは 

○マエディ・ビスナウイルスによるめん羊と山羊の伝染病であり、遅発性の進行性肺炎 

及び慢性脳脊髄炎をおこす。 

○家畜伝染病予防法で届出伝染病に指定（届出対象家畜：めん羊） 

○感染は、飛沫による水平伝播が主で、乳汁を介する伝播もある。 

○臨床症状 

 主な症状は、進行性の肺炎で、発咳、元気消失から始まり、ゆっくり進行した後、 

呼吸困難で死に至る。 

 発症率３０％以下で感染から発症まで数ヶ月から数年を要する。 

○有効な予防・治療法はない 


